
第２章　生物多様性の保全・自然との共生

　自然史博物館では、群馬県内の野生生物や古環

境、地質や岩石鉱物の学術調査を行い、これらを

明らかにする研究を行っています。学術調査時に

は、許可を得て資料を採取し、研究に用いるとと

もに標本として後世に残す活動を行っています。

特に、現生の動物や植物、菌類など現在の生物多

様性に関わる調査研究、資料の収集では博物館職

員だけでなく多くの連携機関や協力者の支援を得

て進めています。

（1）資料の収集

　平成29年度に新規登録を行った資料は6,657点、

現在までの登録総数は181,649点です。

（2）資料の保存

　生物系収蔵庫の温湿度管理は、夏期20℃50％、

冬期18℃55%、春秋期18～20℃55～50％とし

ています。文化財害虫等への忌避対策として、生

物収蔵庫出入口に積層タイプの除塵粘着シートマ

ットの設置を継続して行いました。全収蔵庫の点

検は毎日実施しています。

（3）群馬県内を対象とした主な調査研究

　本年度からは、学術調査地域をみなかみ町及び

周辺地域に設定し、５年間をかけた学術調査を開

始しました。第１年目は、本調査の前段階である

状況確認を含めた初動調査や資料調査に重きをお

きました。調査研究内容は、哺乳類、無脊椎動物、

維管束植物、蘚苔類、菌類、地質・岩石・鉱物、

古生物です。以下の調査は、「みなかみ町及び周辺

地域学術調査」を含む、群馬県内を対象とした主

な調査研究の内容です。

ア　植物分野

・ 群馬県及び上信越・東北地域における維管

束植物の分布調査

・ 群馬県及び周辺部の絶滅危惧植物の生態と

保全に関する調査

・尾瀬のフロラに関する調査

イ　菌類分野 

・群馬県における菌類生息状況調査

・自然史博物館周辺の菌類調査

ウ　動物分野

No. 分　　野 29年度 全登録数
1 哺乳類   624    5,855
2 鳥類    80    2,157
3 両生・爬虫類    0     642
4 魚類・円口類    2     791
5 昆虫  1,196  56,454
6 クモ類     36      88
7 甲殻類     0     507
8 その他の節足動物     0       6
9 軟体動物   0   12,188
10 その他の無脊椎動物     20     208
11 ロット標本     0     578
12 種子植物 3,339   68,377
13 シダ植物  444   11,301
14 蘚苔類     0     670
15 藻類     0     330
16 地衣類   5     565
17 菌類   499   5,659
18 細菌類     0       0
19 人類     0   1,908
20 古動物   225   6,082
21 古植物     172   3,004
22 岩石     1   2,429
23 鉱物    10   1,802
24 環境・地質現象     4     48

合　　計  6,657 181,649

表2－2－1－1　 分野別資料登録数

〈主な指標と最新実績〉

尾瀬学校実施状況（平成29年度）

　　　　　　小学校 70校　3,549人

　　　　　　中学校 61校　6,307人

　　　　　　合計 131校　9,856人

 実施率  　55.2%

  第１節　生態系に応じた自然環境の保全と再生

１　　生物多様性に関する資料の保存と研究　【文化振興課】

第１項　多様な生態系の保全
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（無脊椎動物）

・ 群馬県における無脊椎動物生息状況調査

（哺乳類）

・適正管理計画に関わる野生鳥獣の基礎調査

・群馬県外来生物調査

・群馬県における放射線物質汚染状況調査

・ 群馬県における哺乳類生息状況の長期モニ

タリング調査

・イノシシ個体数調整事業に伴う調査

・ニホンジカ個体数調整事業に伴う調査

・カモシカ個体数調整事業に伴う調査

（鳥類）

・群馬県における鳥類解剖調査

・群馬県における外来生物調査

・群馬県における放射線物質汚染状況調査

エ　古生物分野

・ 群馬県産並びに当館所蔵の脊椎動物化石、

並びにそれらと関連性の深い地層や化石に

関する調査研究

・ 群馬県産並びに当館所蔵の無脊椎動物化石、

並びにそれらと関連性の深い地層や化石に

関する調査研究

・ 群馬県産並びに当館所蔵の植物化石、並び

にそれらと関連性の深い地層や化石に関す

る調査研究

オ　地質・岩石・鉱物分野

・荒船山周辺の成因に関わる地質・岩石調査

・ 南牧村の三段の滝及び大岩周辺の地質・岩

石調査

・本白根火山の火山灰降灰分布調査

・ 下仁田町の西牧鉱山に産する鶏冠石に関わ

る調査研究

　生きものはそのすべてに多様な個性があり、お互いにつながりを持って生きています。
　生物多様性は、私たちが生きるために必要な水や食料、医薬品の原材料を与えてくれる上に、空気や水
の浄化と循環、豊かな土壌の形成、気温や湿度の調節、自然にふれることによる癒やしなどさまざまな恵
みを提供しています。生物多様性の恵みは実感しにくいものですが、無意識のうちにすべての人が享受し
ているものであり、私たちの暮らしは生物多様性なしには成立しないのです。
　近年、生物多様性が、開発、里地里山の荒廃、外来種による影響、地球温暖化などにより、地球規模で
危機的状況にあります。
　県では、「恵み豊かな自然を未来へつなぐ群馬県～生物多様性を守り賢く活かす～」を基本理念とした
「生物多様性ぐんま戦略」を策定しました。この戦略は、生物多様性を保全しつつ、県民の理解を深めて
持続可能な形での利用を進めることにより、地域の活力増進に結び付けていくことを目指しています。

身近な生物多様性コラム
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２　　自然環境保全地域等整備　【自然環境課】

３　　良好な自然環境を有する地域学術調査　【自然環境課】

　自然環境保全地域は、自然的、社会的諸条件か

ら鑑みて、自然環境を保全することが特に必要と

認められる地域について、「自然環境保全法」や

「群馬県自然環境保全条例」に基づき指定されて

いる地域です。

　県内には、国指定の「自然環境保全地域」が１

地域と、県指定の「自然環境保全地域」が26地

域及び「緑地環境保全地域」が５地域、それぞれ

指定されています。これらの地域においては、標

識・解説板の立替え、清掃管理、保育管理、植生

復元対策等の保全対策を行っています。

　また、主に自然環境保全地域内において、自然

保護思想の普及啓発を行うため、県民を対象に、

自然観察会と保護活動を年５回程度実施していま

す。平成29年度は赤城山麓、妙義山及び野反湖

などを会場に実施し、いずれも参加者から好評を

博しました。

　本調査は、「群馬県自然環境保全条例」第５条の

規定に基づき、県内の自然環境の保全のために講

ずべき施策の策定に必要な基礎情報の収集を目的

に、昭和49年から大学教授や自然史博物館学芸

員などの専門家で構成される群馬県自然環境調査

研究会に委託をして実施しています。

　平成29年度は、相馬山・黒岩、武尊山周辺など、

合計９地域において調査を実施し、調査地におい

て希少植物の国内最大級の生育地を発見するなど、

大きな成果を収めました。

　「群馬県自然環境保全条例」に基づき、県内35

市町村に２年間の任期で54名を委嘱しています。

　主な業務は、管内の定期的な巡視を行い、自然

環境における異常の発見や県自然環境保全地域、

緑地環境保全地域における自然破壊等の発見・通

報に努めるとともに、自然環境保全のための指導、

自然保護知識の普及啓発を図ること等です。

  自然保護指導員からの最近の報告内容では、希

少植物の生育状況の確認、特定外来生物をはじめ

とした外来生物の確認、その他登山者に対する自

然環境の解説の実施等の報告を受けています。

　県では、自然保護指導員から報告された情報を

蓄積し、自然保護行政の基礎資料として活用して

います。取りまとめた情報は、必要に応じて、自

然保護指導員にフィードバックするとともに、市

町村にも情報提供しています。

４　　自然保護指導員設置　【自然環境課】

５　　絶滅危惧動植物の保全対策　【自然環境課】

　人間の経済活動の発展に伴い、自然環境には

様々な影響が及ぶようになりました。世界中のあ

ちこちで、野生生物種の絶滅が進み、住みかであ

る森や川や海の良好な環境が失われつつありま

す。

　昭和41年、国際自然保護連合が世界における

絶滅のおそれのある野生生物種の生息状況をレッ

ドデータブックとして取りまとめました。日本で

も、平成３年に環境省が国内の絶滅のおそれのあ

る野生生物種の生息状況をレッドリストとして発

行しています。

　県では、平成13年から平成14年にかけて、県

内に生息・生育する絶滅のおそれのある野生動植

物種の現状を「群馬県の絶滅のおそれのある野生

生物動物編・植物編（群馬県レッドデータブッ

ク）」として公表しました。その後の学術調査等

に基づく情報や現況を確認して見直しを行い、平

成24年度に改訂版を公表しました。植物編では

382種から633種へと掲載種が大幅に増え、動物

編では526種から529種へとわずかに増えまし

た。

　また、本県では自然生態系保全の観点から緊急

性・環境影響等を踏まえ、保護へ向けた取組の必

要性がある種（動物53種、植物56種の計109種）

を選定して詳細な調査を行い、保全対策を検討す

る際の基礎資料となる調査報告書を平成15年に

取りまとめました。具体的な保護対策として、県

が行う工事の影響から希少な野生動植物を保護す
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６　　種の保護条例の推進　【自然環境課】

７　　ラムサール条約湿地の保全と利活用　【自然環境課】

８　　魚類の繁殖と資源管理手法の研究　【水産試験場】

　県では、絶滅に瀕する野生動植物を保護するた

め、「希少野生動植物の捕獲・採取等の規制」、「生

息地等を保全するための行為の規制」、「効果的・

計画的な保護管理事業の取組」などを定めた「群

馬県希少野生動植物の種の保護に関する条例」を

平成26年12月に制定し、平成27年４月から施行

しました。

　平成27年８月には、同条例に基づいて特に保

護を図るべきものとして11種（動物３種、植物

８種）の野生動植物を「特定県内希少野生動植物

種」に指定しました。指定された種は捕獲、採取、

殺傷又は損傷させることが原則として禁止され、

違反した場合には罰則が科されます。

　また、同条例等の周知を図るため、県内希少野

生動植物種保護監視員を設置して、監視体制を整

備しています。

るため、生息・生育情報を関係部局と共有して対

策を講じる制度を設け、保護対策に取り組んでい

ます。平成29年度の調整実績は220件でした。

　なお、平成24年度の群馬県レッドデータブッ

ク改訂に伴い、平成27年度に見直しを行い、保

護へ向けた取組の必要性がある種109種を199種

（動物58種、植物141種）としています。

　上信越高原国立公園に位置する芳ヶ平湿地群は、

草津白根山の火山活動に大きな影響を受け形成さ

れたものです。この特有な自然環境が評価された

結果、平成27年５月ラムサール条約湿地として

登録されました。これで県内のラムサール条約湿

地は、尾瀬、渡良瀬遊水地と併せ、３か所になり

ました。

　長野、新潟の県境付近に位置する野反湖の流入

河川の一つであるニシブタ沢は、水産試験場の調

査でイワナが自然繁殖のみで資源を維持している

ことが明らかになり、平成９年11月10日に本県

で初めて保護水面（「水産資源保護法」により水

産動植物が発生するのに適した水面であるとして

水産動植物の採捕が規制される水面）に指定され

ました。

　その後、ニシブタ沢におけるイワナの資源量の

増減を把握するため、産卵床造成跡の計数調査を

水産試験場が毎年実施しています。
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　私たちの身近にある川は、治水や利水の目的だ

けでなく、潤いをもたらす水辺空間や多様な生物

を育む環境の場でもあります。

　このため、河川改修にあたっては、「多自然川づ

くり」を進め、河川が本来有している生物の生息・

生育環境の保全・再生に配慮するとともに、地域

の暮らしや文化とも調和した川づくりを行います。

　また、希少野生動植物については、事前に生息・

生育情報の有無を確認し、保護に必要な対策を講

じています。

　平成29年度の河川改修については、河床幅を十

分確保することによって、河川が有している自然

の復元力を活用できるよう配慮し、5.6㎞の多自然

川づくりを実施しました。

２　　環境に配慮した河川改修（多自然川づくり）＊１　【河川課】

　これまで行われてきた社会基盤整備や開発など

による河川湖沼の環境変化として、堰など河川横

断工作物による縦断的な不連続性、河床の平坦化、

川や水路の直線化、コンクリート護岸などによる

横断的不連続性、開発や人口増による水質悪化な

どがあります。

　河川横断工作物により遮断される魚類の遡上経

路を確保するため、魚道を設置しますが、河床低

下などにより機能していないものがあり、また魚

道自体がない箇所もあります。

　平成18年度に10河川（利根川、渡良瀬川、広

瀬川、烏川、神流川、鏑川、碓氷川、吾妻川、片

品川、赤谷川）92か所の魚道を調査した結果、あ

る程度良好な魚道は28か所（30％）で、魚類など

の移動に支障がある魚道は64か所（70％）であり

ました。

　支障のある魚道は魚類などの生息にとって好ま

しくないと考えられることから、県では、魚道の

機能回復を行い、漁場環境の改善を行っています。

第２項　水辺空間の保全・再生

１　　漁場環境対策の推進　【蚕糸園芸課】

年度 魚道機能回復箇所 河川名
19 金ヶ崎堰 碓氷川
20 板鼻堰 碓氷川
21 中宿堰 碓氷川
22 安中大堰 碓氷川
23 長野堰 烏川

年度 魚道機能回復箇所 河川名
24 簗瀬堰 碓氷川
25 板鼻堰 碓氷川
26 板鼻堰 碓氷川
27 人見堰 碓氷川

表2－2－1－2　魚道機能回復箇所

＊１ 多自然川づくり：河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史･文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・
生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全･創出するために、河川管理を行うことです。

一級河川薄根川　川場村

0
1
2
3
4
5
6
7

H25 H26 H27 H28

延長（㎞）

延長（㎞）

4.0

5.1 5.6

3.2 3.7

H29

図2－2－1－1　多自然川づくり延長の推移
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　尾瀬への入山者は、平成８年度の647,500人

（旧日光国立公園尾瀬地域）をピークとして、そ

の後は減少傾向にあります。尾瀬国立公園全体で

の入山者数としても、東日本大震災直後の平成

23年度は281,300人、平成24～27年度は震災以

前の入山者数に回復し30万人台で推移していま

したが、平成28年度に30万人を割り、平成29年

度は284,390人でした。尾瀬入山者数の推移は

表2－2－1－3のとおりです。 

　また、入山者が特定の時期や特定の入山口に集中

する傾向は、入山者数がピークだった頃よりも緩和

されつつありますが、ミズバショウ（６月上旬頃）、

ニッコウキスゲ（７月中旬頃）の開花時期及び紅葉

時期（９月下旬～10月上旬頃）の特に週末への集

中は依然として続いており、入山口としては鳩待峠

利用者が全体の約５～６割を占めています。このた

め、利用の分散化及び適正利用に向けた取組を、関

係者と連携し、協力しながら行っています。

（1）尾瀬地区利用安全対策

　残雪期の遭難防止対策、歩道の点検補修、危険

木の伐採を行っています。

（2）尾瀬の入山口のあり方の見直し

　環境省と連携し、尾瀬関係者の協力のもと、尾

瀬の多様な魅力をゆっくり楽しむ利用の促進を目

指し、アクセスの利便性の変化が尾瀬を訪れる方

に与える影響を把握することにより、入山口の魅

力づくりや自動車利用のあり方の見直しを行って

います。

　平成23～25年度の３年間は「尾瀬らしい自動

車利用社会実験」として、鳩待峠においてバス・

タクシーの乗降場所を入山口に近い鳩待峠第１駐

車場から第２駐車場にできる限り変更して車の無

い静かで落ち着いた雰囲気の入山口の実現を目指

す取組を実施しました。また、通常は車の通行が

禁止されている大清水～一ノ瀬間において、電動

マイクロバス等の実験運行を実施し、平成26年

度は、約70日間にわたる試験運行などを実施し

ました。それらの成果を踏まえ、鳩待峠では、第

１駐車場を閉鎖し第２駐車場を拡張する工事が行

われ、平成28年度から供用を開始するとともに、

大清水では、平成27年度から大清水～一ノ瀬間

で民間事業者による低公害車の営業運行が開始さ

れています。

　山ノ鼻地区にビジターセンターを設置し、入山

者に尾瀬の自然や保護活動に関する情報を提供し

ています。管理運営を尾瀬保護財団に委託し、自

然解説業務、登山者の利用安全指導、木道の点検

補修や公衆トイレの清掃管理等を実施していま

す。

　また、県有公衆トイレ（山ノ鼻、竜宮）の維持

管理を行っています。水の処理等に多額の費用が

かかるため、利用者からのトイレチップの協力を

お願いしています。

　●　ビジターセンター開所期間

　　　平成29年５月15日～10月29日（168日間）

　●　入館者数：115,578人

２　　尾瀬の適正利用推進　【自然環境課】

１　　尾瀬山の鼻ビジターセンター運営　【自然環境課】

第３項　尾瀬の保全

表2－2－1－3　尾瀬入山者数の推移 （単位：人）

年度
入山口 23 24 25 26 27 28 29

鳩待口
169,200 195,000 208,000 176,800 195,400 172,400 167,400
60.1% 60.0% 60.4% 56.1% 59.9% 59.1% 58.9%

大清水口
17,300 18,000 18,000 18,500 21,200 17,900 15,200
6.2% 5.5% 5.2% 5.9% 6.5% 6.1% 5.3%

沼山口
45,500 61,000 65,000 71,500 57,000 55,550 54,500
16.2% 18.8% 18.9% 22.7% 17.5% 19.0% 19.2%

その他
49,300 50,900 53,200 48,600 52,500 46,010 47,290
17.5% 15.7% 15.5% 15.3% 16.1% 15.8% 16.6%

合計
281,300 324,900 344,200 315,400 326,100 291,860 284,390
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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　群馬の子どもたちが一度は尾瀬を訪れることが

できるよう､｢尾瀬学校｣ を実施する小中学校に対

して必要経費の補助を行いました。ガイドを伴っ

た少人数のグループによる自然学習により、尾瀬

の素晴らしい自然を体験するとともに、尾瀬の自

然を守る取組を学びます。事業開始から10年目

となった平成29年度は131校、9,856人が参加

しました。

　尾瀬を通して、子どもたちの環境問題に対する

認識を深めるとともに、群馬県、福島県、新潟県

の子どもたちの交流や触れ合いを図るため、平成

６年度から３県合同で「尾瀬子どもサミット」を

実施しています。23回目となる平成29年度は、

３県合わせて59名の児童生徒が、尾瀬ヶ原を中

心に尾瀬の動植物や自然保護への取り組みについ

て学びました。

　尾瀬ヶ原では、ニホンジカによるミズバショウ

などの希少な植物の食害や湿原の踏みつけが深刻

化するなど、貴重な自然環境が損なわれ、生物多

様性の劣化が問題となっているとともに、裸地化

による土壌の流出などが懸念されています。そこ

で、県では、ニホンジカによる尾瀬ヶ原の湿原及

び尾瀬沼を含めた尾瀬全体の植生の荒廃を防ぐた

め、平成25年度から、関係機関と連携し、国等

の支援を受け、「尾瀬からのシカの排除」をめざし、

捕獲を実施しました。平成29年度は、春と秋冬

合わせて160頭を捕獲しました。

３　　尾瀬学校推進　【自然環境課】

４　　尾瀬環境学習推進　【自然環境課】

５　　尾瀬シカ対策　【自然環境課】

表2－2－1－4　尾瀬学校参加校・参加者数の推移

年度校種 25 26 27 28 29

小学校
参加校数 84校 82校 77校 72校 70校
参加人数 4,406人 4,051人 3,784人 3,405人 3,549人

中学校
参加校数 73校 74校 62校 61校 61校
参加人数 7,155人 7,398人 6,429人 6,090人 6,307人

合計
参加校数 157校 156校 139校 133校 131校
参加人数 11,561人 11,449人 10,213人 9,495人 9,856人

実施率 59.8% 59.1% 54.4% 51.3% 55.2%

表2－2－1－5　 シカ捕獲頭数実績 （単位：頭）

年度 25 26 27 28 29

群馬県の捕獲頭数 148 205 81 133 160

６　　尾瀬学校充実プログラム　【（教）義務教育課】

（1）教員を対象にした尾瀬自然観察会

　「尾瀬学校」のより安全で効果的な実施及び参

加校の一層の拡大に資するため、教員を対象とし

た引率指導者の実地研修（自然観察会）を実施し

ました。実地研修会には、平成26年までに延べ

200人の教員が参加しました。また、平成27年

～29年の初任者研修において、尾瀬コースを選

択した229人の教員が実地研修を行いました。

（2）尾瀬学習プログラムの改善充実

　県教育委員会では、「尾瀬学校」が充実したもの

となるよう、実施に当たっての心構えや学習案な

どを掲載した「尾瀬学習プログラム」を作成し、

平成20年５月に各学校に配付しました。

　翌年、更に説明が必要である項目について補足

版を作成し、県総合教育センターのWebページ

に掲載しました。

　平成22年３月には、「尾瀬学校」の環境学習を進め

るための学習計画例などを掲載した「尾瀬学習プロ

グラム－学習活動編－」を各学校に配付しました。

　平成25年９月には、山小屋へ宿泊する場合の

メリットや留意点をまとめた「尾瀬学習プログラ

ム－山小屋宿泊編－」を各学校に配布しました。

　平成28年11月には、尾瀬学校開始10年を迎え
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るにあたり、「尾瀬学校」の更なる充実に向けて、

学校職員代表、尾瀬ガイド代表者、尾瀬保全推進

室担当者、教育委員会担当者が集まり、取組の現

状や課題について意見交換を実施しました。

　平成29年５月には、前年の「尾瀬学校充実の

ための検討会議」を受け、各学校から出された質

問とその回答をＱ＆Ａ形式にまとめ、県総合教育

センターのWebページに掲載しました。

　尾瀬は、美しい自然と貴重な生態系を持ち「自
然の宝庫」と称されています。また、木道や公衆
トイレの整備をはじめとする自然を守るための
様々な取組が行われています。
　県では、このような尾瀬を優れた「環境教育の場」
であると考えており、少人数グループでガイドを
伴った自然体験を行う「尾瀬学校」事業など、群
馬県内の多くの子どもたちが、尾瀬での自然体験
や環境学習を通じて、身近な自然、ひいては地球
の環境を守ることの大切さを学んでいます。
　ここでは、群馬の高校生や小中学生と尾瀬の関
わりについて一部御紹介します。

■尾瀬高校の尾瀬保全の取組
　尾瀬高校は平成８年度に全国で初めて自然環境
科を設置し「人と自然との共生を図ることのでき
る人づくり」を目標に尾瀬国立公園をはじめ学校
周辺の豊かな自然環境の中で校外実習や課外活動
に取り組んでいます。
　１年次では外部講師による自然観察会を通して
尾瀬の自然について専門的に学び、２年次では尾
瀬ヶ原にある川や池塘など36か所を対象にした水
質調査、ホソバヒナウスユキソウやオゼソウなど
特有の高山植物の生育状況と登山道の状況を記録
する至仏山東面登山道調査、鳩待峠からアヤメ平
（富士見峠）の間に自生している植物を記録する植
生調査を行っております。３年次には１、２年次
に学んだことを活かして小学生を対象にした自然
観察会を自ら企画し尾瀬ヶ原で実施します。小学
生にも尾瀬の自然について分かりやすく興味を持
ってもらえるように伝えています。
　また、課外活動の一環として理科部が中心となっ
て休日や長期休業期間、放課後等に尾瀬であらゆる
調査活動を行っております。中でも湿原の掘り起こ
しなどが長年問題となっているニホンジカについて、
夜間にライトを用いて湿原を照らしニホンジカの発
見場所や頭数を記録するライトセンサス調査や湿原
内に残された糞や足跡などを記録するフィールドサ
イン調査を10年以上継続して実施しており、どこ
にどれだけのニホンジカが現れ、どれくらいの被害
を与えているかなどを調べています。また、大清水
湿原でもここ数年ニホンジカがミズバショウの群生
を食い荒らすといった被害が顕著になっているため、
地元関係者の協力を得ながら湿原の環境を復元して
いく活動を行っています。
　これら校外実習や課外活動で得られた成果は毎
年県内外の理科系コンテストやイベント等で生徒

自らが発表し、現在の尾瀬の姿や直面する課題に
ついて多くの人に伝えています。これまで継続し
て調査を実施し多くのデータを得るなど調査活動
の成果が認められ表彰実績も多数あります。
　さらに、平成20年度より始まった「尾瀬学校」
に関連して、尾瀬高校では利用を希望する小中学
校に対して尾瀬学習の事前事後学習の場として自
然環境棟（尾瀬情報センター）を開放しております。
自然環境棟には尾瀬をはじめ動植物に関する図鑑、
専門書籍、資料、はく製などが豊富にあり、日に
よっては生徒が小中学生を相手に自然環境棟を案
内したり、尾瀬に関する研究成果を発表したりす
るなど尾瀬学習の支援を行っています。
　また、在校生の中には小中学生の時に「尾瀬学校」
に参加したことがあるという生徒も年々増えてお
り、自然環境に興味を持ち入学当初から意欲的に
環境学習に取り組む生徒も多数おります。
　これからも「人と自然との共生を図ることので
きる人づくり」を目標に、尾瀬をはじめとした豊
かな自然環境のもと、体験型の環境学習を推進し、
自然環境の状態を正しく理解し、自然環境の素晴
らしさを多くの人に伝えられることのできる人、
保全できる人を育成していきます。

■尾瀬子どもサミット
　尾瀬と関わりの深い群馬県、福島県、新潟県の３
県合同で、小中学生を対象とした「尾瀬子どもサミ
ット」を毎年夏に開催しています。３県から参加す
る小中学生は尾瀬内でのフィールドワークを行い、
貴重な動植物の様子を観察したり、尾瀬の自然保護
のための施設を見学します。夜には子どもたちの交
流会が行われ、参加者同士の意見交換や交流などを
通して自然・環境について学びます。
　尾瀬子どもサミットを通じて、次の世代を担う
子どもたちの環境問題に対する認識を深め、新し
い自然環境観が育成されることを目指しています。

子どもたちと尾瀬の関わりについてコラム

尾瀬ヶ原水質調査の様子（２年次）

41

第２部　ぐんまの環境　第２章　生物多様性の保全・自然との共生



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


